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全般／指定管理業務について 

 

平成 22 年度も我が国においては、閉塞した政治・経済状況からの脱皮が出来ず、ますますデ

フレスパイラルに陥り景気の回復は期待できない。そのような中、3月 11 日には東日本大震災と

いう未曽有の被害を受け、未だ復旧の目途もたたず、その影響は東日本だけでなく西日本も図り

知れないものと言えるだろう。 

このような社会状況ではあったが、公社においては創意工夫および様々な事業を実施して、利

用者の皆さまからは広く評価を得ることが出来た。 

また、第二期指定管理（平成 22 年度から 4 年間）の初年度であったが、第一期指定管理業務

での経験を活かし指定管理者に相応しい運営が出来たと自負している。今後も職員一丸となって

事業に取り組んで行く所存である。 

 

 

運営体制 

 

昨年度から本格的に運用した人事評価制度は各職員の理解度も上がり、個々のレベルアップ

にも繋がった。当公社は、公社固有職員体制への移行を進めているが、中核職員は市派遣職員

2名、プロパー職員 4名で嘱託職員や臨時職員をリードし業務に取り組んでいる。 

そこで、職員の身分安定を確立するための労使協定を締結することが出来た。 

また、公益法人改革については、平成 24 年 3 月の公益認定申請を目標に行程表を作成し、

公社職員と市の職員の応援を考えた組織体制を固めることが出来た。 

その進行管理を、公社の顧問公認会計士と共に遅滞の無いように役割分担を明確にしながら

業務に取り組みたい。 

 

 



［職員数］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政運営 

  

現在、実施している「新会計システム」は各部門の管理運営を円滑なものになっている大き

な要因と言える。今後はこのシステムを活用しながら、今年度からの第二期指定管理者として

相応しい事業展開を図って行く。 

第二期指定管理料が第一期より減額となった為、今後も、運営状況の適切かつスピーディー

な把握と情報の共有化に努め、柔軟な対応と指定管理者として安定的な管理運営を遂行しなが

ら、経常経費の圧縮・削減に努める。 

 

・平成 18 年４月   第 1 期指定管理（1年目）、人材派遣を廃止、すべて公社職員で運営 

・平成 19 年３月末  指定管理期間満了により正助ふるさと村部廃止  

・平成 19 年４月    第 1 期指定管理（2年目）、新人事管理システム運用開始  

・平成 20 年４月    第 1 期指定管理（3年目）、新人事管理システム試行 

・平成 20 年４月    第 1 期指定管理（4年目）、新人事管理システム施行  

・平成 21 年４月   第 1 期指定管理（4年目）、人事評価システム施行 

・平成 22 年４月   第 2 期指定管理（1年目）、指定管理区域分割 
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18年度末 19年度末 20年度末 21年度末 22年度末

（単位：人）
18年度末 19年度末 20年度末 21年度末 22年度末

公社職員 61 35 35 35 36
市派遣 6 4 3 3 2
プロパー 7 3 3 3 4
専任 － 1 2 3 3
嘱託 10 10 9 7 9
臨時 38 17 18 19 18

61 35 35 35 36
93.8% 57.4% 100.0% 100.0% 102.9%
- 57.4% 57.4% 57.4% 59.0%

合計
対前年度比
対18年度比



施設管理 

 

今年度もお客様が安全、快適に施設を利用できるように公園内の大掛かりな植栽剪定を行っ

た。来年度も引き続き公園内の剪定作業や草刈り作業を鋭意進めて行く。 

また、9 月と 3 月に実施した防災訓練においては、避難放送のマニュアル確認や本館内の避

難誘導訓練を重点的に実施した。放水訓練も多数の職員に経験してもらった。 

市が実施している保全工事については、悲願であったプラネタリウムのリニューアル計画が

実行されることとなり、世界的メーカーの機種が導入され、また、音響設備も最新鋭の機種が

導入された。座席もゆったりした座席に取り換えられ快適な時間を提供することが出来た。 

 

［修繕状況］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［主な改修・修繕（公社実施）］       ［市保全改修事業・第八期（宗像市実施）］ 

 

 

 

 

 

 

１ パットゴルフ人工芝貼替修繕 

２ 北ゾーン園路整備工事（その１） 

３ 北ゾーン園路整備工事（その 2） 

４ 植栽剪定クズ・雑草ｽﾄｯｸﾔｰﾄﾞ整備工事 

 

１ プラネタリウム改修工事（その１） 

２ プラネタリウム改修工事（その２） 

３ プラネタリウムシステム製造及び設

置工事 

４ 楽屋、スタジオ、リハーサル室等音響

設備改修工事 

8,000,000

13,000,000

18,000,000

23,000,000

28,000,000

33,000,000

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

修繕状況 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
修繕発生件数（件） 162 131 113 104 116

129.6% 80.9% 86.3% 92.0% 111.5%
- 80.9% 69.8% 64.2% 71.6%

修繕コスト（円） 31,560,776 24,796,827 17,266,555 24,594,145 25,322,627
109.0% 78.6% 69.6% 142.4% 103.0%

- 78.6% 54.7% 77.9% 80.2%

対前年度比
対18年度比

対前年度比
対18年度比


